


■

条
　
例

●
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

　

す
る
条
例
の
制
定

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
が
制
定
、施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
伊
達
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
条
例
」
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
複
数
の
条
例

の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

●
伊
達
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
等
を
廃
止
す

　

る
条
例
の
制
定

　

伊
達
市
立
梁
川
病
院
事
業
及
び
梁
川
訪
問
看
護
事
業
を
廃

止
す
る
に
あ
た
り
、「
伊
達
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
」
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
複
数
の
条
例
の
廃
止
を
行

い
ま
し
た
。

●
伊
達
市
立
梁
川
病
院
等
事
業
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の

　

整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

伊
達
市
立
梁
川
病
院
事
業
及
び
梁
川
訪
問
看
護
事
業
を
廃
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平
成
23
年
第
５
回
定
例
会
は
９
月
７
日
召
集
さ

れ
、
９
月
28
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
１
件
、

人
事
10
件
、
条
例
制
定
３
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
４
件
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予

算
28
件
、
そ
の
他
４
件
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
企
業
会
計
決
算
の
認

定
29
件
の
計
79
件
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
案
件
は
一
部

を
除
き
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
の

後
、
本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
議
員
発
議
の
決
議
１
件
、
及
び
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
１
件
、
委
員
会
発
議
の
意
見
書

１
件
、
計
３
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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平
成
24
年
１
月
開
校
を
目
指

　
　
　

し
建
設
中
の
保
原
小
学
校
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

現
時
点
で
２
か
月
程
度
遅
れ

　
　
　

て
お
り
、
工
期
の
延
長
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　
　
　
　

２
か
月
ぐ
ら
い
遅
れ
て
し

　
　
　

ま
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

３
月
11
日
の
震
災
が
大
き
く

　
　
　

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

余
震
を
含
め
、
被
害
状
況
の
調
査
等
で

施
工
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ
っ
た

の
と
、
放
射
線
対
策
と
し
て
除
染
や
エ

ア
コ
ン
の
設
置
等
、
工
事
の
工
程
が
増

え
た
こ
と
も
理
由
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

開
校
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

　
　
　

児
童
や
保
護
者
、
市
民
へ
の
て

い
ね
い
な
説
明
は
し
て
い
る
の
か
？

　
　
　
　

今
後
、
保
護
者
の
皆
様
に
説

　
　
　

明
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
保
原
小
学
校
の
平
成
24
年
１
月
開
校
は
で
き
る
の
か
？

佐藤　　実　議員

　
　
　
　

全
市
放
射
能
除
染
で
、
除
染

　
　
　

対
策
の
ネ
ッ
ク
が
仮
置
き
場
所

で
す
。
東
電
や
国
を
含
め
て
、
伊
達
市

に
必
要
な
機
関
を
設
置
し
て
、
自
ら
や

る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
な
の
か
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

今
回
の
放
射
能
問
題
と
い
う

　
　
　

の
は
、
国
が
責
任
を
負
う
べ
き

性
質
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
実
的
に
は
、
市
に
お
い
て
行
わ
な

け
れ
ば
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
国

が
地
方
に
機
関
を
つ
く
っ
て
や
る
と
い

う
こ
と
も
、
こ
れ
は
１
つ
の
方
法
と
し

て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

除
染
を
進
め
な
が
ら
、
安
全

　
　
　

で
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
再
構

築
し
て
い
く
、
復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

を
ど
う
し
て
も
、
と
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

放
射
能
の
被
害
と
い
う
の

　
　
　

は
、
全
く
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
こ
と
で
す
。
全
般
的
な
防
災

に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
ま
ち
づ

く
り
で
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、

そ
し
て
今
申
し
上
げ
た
よ
う
な
根
本
的

な
社
会
の
あ
り
方
と
い
う
も
の
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
の
は
、
単

な
る
復
旧
計
画
に
な
っ
て
は
、
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
全
市
除
染
を
東
電
、
国
の
責
任
で

佐々木英章　議員

止
す
る
に
あ
た
り
、「
伊
達
市
職
員
定
数
条
例
」
を
は
じ
め
、

関
係
す
る
複
数
の
条
例
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

●
伊
達
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

放
送
関
連
４
法
の
統
合
な
ど
法
体
系
の
見
直
し
に
よ
る
放

送
法
の
改
正
に
伴
う
条
文
の
整
備
、
並
び
に
平
成
24
年
４
月

か
ら
運
用
を
開
始
す
る
伊
達
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ

Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
伴
う
加
入
者
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
環

境
整
備
や
受
信
機
器
の
貸
与
使
用
料
に
関
す
る
規
定
整
備
の

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

●
伊
達
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税

制
の
整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
寄
附
金
税
制
の
拡
充
、

租
税
罰
則
の
見
直
し
及
び
税
負
担
軽
減
措
置
等
の
適
用
期
限

の
延
長
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

●
伊
達
市
公
衆
便
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
条
例
で
引
用
さ
れ
て
い
る
法
令

条
項
を
改
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

●
伊
達
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

伊
達
市
国
見
町
大
枝
小
学
校
組
合
の
解
散
に
よ
り
組
合
立

大
枝
小
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
伊
達

市
立
大
枝
小
学
校
を
設
置
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

■

補
正
予
算

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

15
億
６
６
２
８
万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
３
１

７
億
９
３
３
２
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
、
被
災
家
屋
解
体
処
理
支
援
事
業
１
１
０
１
万

６
千
円
、
消
防
屯
所
改
築
事
業
６
２
２
９
万
６
千
円
、
つ
き

だ
て
花
工
房
改
修
事
業
３
９
６
１
万
４
千
円
、
保
原
小
学
校

校
舎
等
解
体
事
業
２
億
５
０
０
万
円
、
梁
川
小
学
校
改
築
事

業
６
５
５
０
万
円
、
災
害
関
連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事

完成が遅れる保原小学校建築工事
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除
染
を
行
う
こ
と
で
市
で

　
　
　

は
、
大
き
な
財
政
的
負
担
が
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
除
染
に
取

り
組
む
場
合
、
市
内
の
業
者
が
行
う
こ

と
に
よ
り
、
市
内
の
人
材
の
雇
用
創
出

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
投
資
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
の
経
済
効
果
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏

ま
え
、
市
の
除
染
の
進
め
方
に
つ
い
て

質
問
を
し
ま
す
。

　
　
　
　

除
染
作
業
の
技
術
的
な
部
分

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
か
ら
申
し
出
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
か
ら
地
元
業
者

へ
の
技
術
指
導
を
受
け
、
発
注
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
除
染
の
発
注
を
す
る
方
法
と

し
て
は
、
除
染
作
業
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
活
用
し
、
市
民
か
ら
の
相
談
に
対

応
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
市
の
面
積
の
38
・
４
％
を
占
め

る
山
林
の
除
染
は
、
膨
大
な
量
に
な

り
、
相
当
な
年
数
が
掛
か
り
ま
す
。
山

林
の
除
染
は
木
を
伐
採
す
る
こ
と
が
大

き
な
も
の
と
な
り
、
伐
採
す
れ
ば
植
林

も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
数
を

掛
け
大
き
く
育
っ
た
も
の
を
焼
却
に
よ

り
廃
棄
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
建

築
用
材
や
パ
ル
プ
な
ど
に
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
焼
却
処
分
が
必
要

な
も
の
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
活
用
す
る
な
ど
、
林
業
の

再
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
除
染
と
地
域
振
興

佐々木　彰　議員

　
　
　
　

震
災
・
原
発
事
故
で
の
子
ど

　
　
　

も
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

　
　
　

心
理
士
な
ど
の
専
門
家
チ
ー
ム

に
よ
る
心
の
授
業
の
計
画
・
講
演
会
を
実

施
す
る
中
で
、
子
ど
も
の
心
の
部
分
に
重

き
を
置
い
て
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

積
算
線
量
計
の
測
定
結
果
の

　
　
　

活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

行
政
区
ご
と
の
マ
ッ
プ
作

　
　
　

成
・
学
校
ご
と
の
デ
ー
タ
比

較
、
一
定
値
以
上
の
対
象
者
の
確
認
な

ど
を
検
討
中
で
す
。

　
　
　
　

震
災
・
原
発
事
故
に
よ
る
職
員
の

　
　
　

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

３
月
は
特
例
の
勤
務
と
し
て

　
　
　

時
間
外
勤
務
手
当
を
支
払
い
ま

し
た
。
４
月
か
ら
７
月
ま
で
は
超
過
勤

務
規
程
ど
お
り
の
支
払
方
法
を
し
て
い

ま
す
。
３
月
は
未
曾
有
の
災
害
と
い
う

特
殊
な
状
況
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
市
民
・
消
防
団
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
考
慮
し
た
結
果
で
す
。

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
の
観
点
か
ら

　
　
　

見
た
市
の
防
災
計
画
と
、
市
の

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
年
次
計
画
を

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
の
防
災
計
画
は
で
き
て
い

　
　
　

ま
し
た
が
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
今
後
の
計
画
の
見
直
し
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
。
市
の
プ
ラ
ン
の
実
行
に

つ
い
て
は
、
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
管
理

表
を
作
成
す
る
な
ど
、
個
別
プ
ラ
ン
の

推
進
・
充
実
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
震
災
・
原
発
事
故
で
の
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
は

丹治千代子　議員

業
４
０
０
０
万
円
な
ど
を
計
上
し
、
ま
た
、
放
射
能
対
策
事

業
と
し
て
、公
共
施
設
表
土
除
去
事
業
１
億
２
０
０
０
万
円
、

特
定
避
難
勧
奨
地
点
等
住
宅
除
染
事
業
１
億
６
０
０
０
万

円
、
都
市
公
園
等
表
土
除
去
事
業
２
億
４
９
７
０
万
円
、
農

地
等
除
染
事
業
１
億
円
、
被
災
住
宅
応
急
修
繕
支
援
事
業
２

０
８
０
万
円
、
商
工
業
者
保
証
協
会
保
証
料
補
助
事
業
３
０

０
０
万
円
、
伊
達
市
復
興
計
画
策
定
事
業
60
万
円
、
飯
舘
村

学
校
給
食
受
託
事
業
１
３
７
０
万
８
千
円
、
り
ょ
う
ぜ
ん
紅

彩
館
運
営
事
業
１
４
２
４
万
５
千
円
、
さ
ら
に
、
経
営
移
譲

に
伴
う
市
立
梁
川
病
院
等
精
算
経
費
１
５
７
７
万
２
千
円
、

決
算
剰
余
に
よ
る
財
政
調
整
基
金
積
立
金
４
億
２
７
２
５
万

５
千
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
前
年
度
決
算
剰
余
金
７
億
７
４
３

８
万
６
千
円
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
等
の
国
庫
支
出

金
７
５
７
７
万
１
千
円
、
都
市
公
園
環
境
緊
急
改
良
事
業
補

助
金
、
災
害
救
助
費
負
担
金
等
の
県
支
出
金
１
億
５
５
７
２

万
６
千
円
、
地
域
雇
用
創
出
・
産
業
活
性
化
基
金
、
教
育
施

設
整
備
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金
１
億
８
２
３
５
万
９
千
円
、

市
債
１
億
６
８
０
０
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
放
送
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
機
器
賃
貸
借
、
梁

川
小
学
校
改
築
の
た
め
の
基
本
設
計
策
定
業
務
を
追
加
し
、

市
有
財
産
管
理
台
帳
整
備
事
業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

(

第
２
号)

　

前
年
度
繰
越
金
額
の
確
定
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
に
伴

う
国
保
税
の
減
免
及
び
療
養
給
付
の
一
部
負
担
金
等
免
除
の

特
例
措
置
に
よ
る
国
庫
補
助
金
及
び
一
部
負
担
金
等
の
免
除

に
よ
り
増
額
が
見
込
ま
れ
る
保
険
給
付
費
等
に
つ
い
て
の
補

正
で
、
９
６
６
万
５
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
74
億
１
８
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

　

算(

第
１
号)

　

前
年
度
繰
越
金
額
の
確
定
、滞
納
繰
越
保
険
料
額
の
確
定
、

事
務
費
繰
入
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
等

に
つ
い
て
の
補
正
で
、
９
２
１
万
８
千
円
を
増
額
し
、
補
正
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後
の
予
算
総
額
を
６
億
１
９
７
８
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
、
国
庫
支
出
金
の
追
加
交
付
分
、

震
災
に
よ
る
被
害
と
特
定
避
難
勧
奨
地
点
に
指
定
さ
れ
た
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
、
利
用
料
の
一
部
負
担
金
、
食
費
・

居
住
費
の
減
免
分
や
一
般
会
計
へ
の
返
還
金
及
び
介
護
給
付

費
準
備
基
金
積
立
金
等
に
つ
い
て
の
補
正
で
、
１
億
７
９
６

２
万
７
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
52
億
１
１

４
４
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
梁
川
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算(

第
１
号)

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
及
び
前
年
度
繰
越
金
充
当
に
よ
る

繰
入
金
の
減
額
補
正
で
、
７
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
１
億
９
６
７
０
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
月
舘
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算(

第
１
号)

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
及
び
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
等

に
つ
い
て
の
補
正
で
、
２
６
２
６
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
を
２
億
１
３
１
１
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算(

第
３
号)

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
基
金
事
業
及
び
公
共
下
水
道

施
設
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
の
追
加
の
た

め
補
正
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算(

第
４
号)

　

下
水
道
建
設
事
業
費
の
減
額
及
び
国
県
補
助
金
、
一
般
会

計
繰
入
金
、
市
債
の
減
額
に
つ
い
て
の
補
正
で
、
７
４
９
７

万
８
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
15
億
１
３
６

７
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
粟
野
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
及
び
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
等

に
つ
い
の
補
正
で
、
２
８
７
万
１
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
１
７
３
９
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
工
業
団
地
特
別
会
計
補
正
予(

第
１
号)

　
　
　
　

収
穫
の
秋
を
迎
え
、
本
当
な

　
　
　

ら
ば
収
穫
の
喜
び
の
は
ず
が
、

今
年
は
放
射
能
汚
染
の
た
め
、
収
穫
の

不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
作
業
に
な
っ
て

い
ま
す
。
市
の
特
産
品
で
あ
る
モ
モ
の

収
穫
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
ま
し
た
。
今

年
の
モ
モ
の
出
荷
量
と
販
売
金
額
、
例

年
と
の
比
較
及
び
１
㎏
当
た
り
の
単
価

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

８
月
末
ま
で
の
出
荷
量
は
約

　
　
　

４
７
２
０
ｔ
で
、
昨
年
と
の
比

較
は
１
２
５
％
で
す
。
販
売
金
額
は
約

10
億
円
、
昨
年
と
の
比
較
は
67
％
と
い

う
状
況
で
す
。
１
㎏
当
た
り
の
単
価
は

８
月
９
日
で
は
３
０
８
円
で
し
た
が
、

そ
の
後
値
下
が
り
し
て
最
低
価
格
は
１

㎏
当
た
り
１
４
２
円
で
し
た
。

　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
の
単
価
が
２
０

　
　
　

０
円
を
切
る
と
、
農
家
の
手
取

り
は
ゼ
ロ
だ
そ
う
で
す
が
、
農
業
者
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

農
家
経
営
安
定
資
金
が
あ
り

　
　
　

ま
す
が
、
市
は
信
用
保
証
料
を

補
助
す
る
と
い
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

風
評
被
害
対
策
及
び
地
産
地

　
　
　

消
推
進
の
た
め
に
は
、
農
地
の

除
染
と
食
品
の
検
査
体
制
の
強
化
が
急

務
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

現
在
、
農
地
除
染
の
手
法
に

　
　
　

つ
い
て
現
地
で
検
討
し
て
い
ま

す
。
早
く
手
法
を
確
立
し
て
農
地
の
除
染

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
食
品
の

検
査
体
制
の
強
化
は
６
月
補
正
で
放
射

性
物
質
分
析
器
を
３
台
購
入
し
、
今
後
は

合
計
９
台
の
体
制
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
農
地
の
除
染
と
検
査
体
制
の
強
化
が
急
務
！

佐藤　直毅　議員

　
　
　
　

現
道
舗
装
の
促
進
を
す
べ
き

　
　
　

と
思
い
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

今
年
度
分
は
、
災
害
の
関
係

　
　
　

で
保
留
し
て
い
ま
す
が
、
検
討

し
ま
す
。

　
　
　
　

放
射
線
を
年
間
５
ミ
リ
シ
ー

　
　
　

ベ
ル
ト
ま
で
下
げ
る
の
に
何
年

の
目
標
で
行
う
の
で
す
か
。
除
染
計
画

は
い
つ
ま
で
ま
と
め
る
の
で
す
か
。
屋
根

な
ど
は
線
量
の
高
い
地
域
か
ら
早
く
除

染
す
べ
き
で
す
。
通
学
路
の
除
染
を
早

く
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
診
断
を
早
急

に
す
べ
き
で
、
い
つ
行
う
の
で
す
か
。
食

品
検
査
器
は
い
つ
入
る
の
で
す
か
、
そ

の
検
査
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

市
の
水
道
が
い
っ
て
い
な
い
所
で
希
望
の

人
の
水
は
全
て
検
査
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
除
染
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
詳
細
調
査
区
域
は
固
定
資
産

税
な
ど
の
軽
減
に
取
り
組
む
べ
き
で

す
。
放
射
線
の
高
い
所
に
住
ん
で
い
る

人
に
は
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
を
配
布
す
べ
き

と
思
う
が
。

　
　
　
　

２
、
３
年
の
目
標
で
下
げ
た

　
　
　

い
。
計
画
は
早
急
に
ま
と
め
線

量
の
高
い
地
域
か
ら
早
く
や
り
ま
す
。

富
成
地
区
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
出
し
ま

す
。
県
の
健
康
調
査
は
間
も
な
く
開
始

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
対
応
を
検
討
し
ま

す
。
検
査
器
は
９
月
末
に
は
入
り
総
合

支
所
に
配
置
し
ま
す
。
水
の
検
査
は
希

望
に
沿
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

農
地
除
染
は
作
物
別
に
専
門
班
で
調

査
を
し
て
い
ま
す
。
区
域
で
の
税
の
軽

減
は
判
断
し
て
い
ま
せ
ん
。
線
量
の
高

い
地
域
に
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
を
配
布
す
る

計
画
を
立
て
ま
す
。

■
現
道
舗
装
と
放
射
能
除
染
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う

菅野　富夫　議員
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伊
達
市
の
ふ
る
さ
と
再
生
と

　
　
　

復
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

ま
ず
、
市
職
員
で
構
成
す
る

　
　
　

伊
達
市
復
興
計
画
策
定
庁
内
委

員
会
を
発
足
さ
せ
、
今
後
市
民
、
学
識

経
験
者
及
び
関
係
団
体
で
構
成
す
る
策

定
委
員
会
を
組
織
し
て
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
で
も
審
議
を
お
願
い
す
る
予
定
で

す
。

　
　
　
　

商
工
業
に
つ
い
て
風
評
被
害

　
　
　

な
ど
の
売
上
不
振
の
払
拭
、
活

性
化
に
つ
い
て
現
在
進
め
て
い
る
こ
と

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

現
在
、伊
達
市
内
の
産
業
界
、

　
　
　

産
業
団
体
と
連
携
し
て
、
伊
達

市
元
気
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
と
い

う
も
の
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

で
、
商
工
会
、
観
光
物
産
協
会
、
県
ニ
ッ

ト
工
業
組
合
、
だ
て
青
年
会
議
所
、
Ｊ

Ａ
伊
達
み
ら
い
、
こ
れ
ら
の
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
伊
達
市
商
工
会
広
域
連
携
協

議
会
で
行
っ
て
い
ま
す
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
販
売
事
業
で
す
が
、
こ
れ
は
10

％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
で
11
月
か
ら
販
売
予

定
で
す
。
年
末
の
消
費
拡
大
に
寄
与
で

き
る
も
の
と
し
て
、
現
在
商
工
会
の
連

絡
協
議
会
と
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
新
し
い
時
代
の
商
店
街
を
構

築
す
る
健
幸
都
市
（
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ

ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
）
の
モ
デ
ル
地
区
の

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

■
伊
達
市
ふ
る
さ
と
再
生
と
復
興
に
つ
い
て

菊地　邦夫　議員

　
　
　
　

本
市
に
お
け
る
空
き
家
戸
数

　
　
　

と
、
現
状
の
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
20
年
度
の
デ
ー
タ
で
空

　
　
　

き
家
戸
数
の
総
数
は
２
０
２
０

戸
で
す
。
現
在
、
空
き
家
対
策
等
に
は

取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
人
口

減
少
社
会
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
こ
と

を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
は
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

「
放
射
線
」
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

放
射
線
に
対
す
る
市
の
取
り

　
　
　

組
み
は
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
市
民
の
評
価
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。市
長
の
最
近
の
言
動
か
ら
、

放
射
能
対
策
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
実
施
す
る
。
特
に
、
放
射
線
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
最
優
先
で
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
市
長
の
放

射
線
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

除
染
が
基
本
で
あ
る
と
思
い

　
　
　

ま
す
。
も
う
一
つ
は
子
ど
も
は

大
人
よ
り
も
放
射
線
に
対
し
て
影
響
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
こ
れ
が
、
基
本
的
に
は
２
つ
の
大

き
な
方
針
で
す
。

　
　
　
　

放
射
線
対
策
に
つ
い
て
は
、

　
　
　

伊
達
市
で
取
り
組
ん
で
他
市
で

取
り
組
ま
な
い
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ

の
逆
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
ど
う
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

伊
達
市
は
何
で
も
や
り
ま
す

　
　
　

な
ん
で
す
。
要
す
る
に
、
い
い

と
思
う
も
の
な
ら
何
で
も
や
り
ま
す
。

■「
空
き
家
」対
策
に
つ
い
て大條　一郎　議員

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
よ
り
一
般
会
計
繰
出
金
の
追
加

の
補
正
で
、
24
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
６

１
３
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
月
舘
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
よ
り
一
般
会
計
繰
入
金
の
減
額

の
補
正
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
変
わ
ら
ず
１
１
４
０
万

２
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
各
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
よ
る
補
正
で
、
各
財
産
区
の
補

正
総
額
か
ら
47
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
１

１
８
４
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

給
与
改
定
、
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補
正
、
予
備
費

等
及
び
債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
、
収
益
的
支
出
を
２
３
３

万
円
増
額
し
、
補
正
後
の
収
益
的
支
出
を
14
億
７
０
４
７
万

６
千
円
と
し
、
ま
た
、
資
本
的
支
出
を
２
１
９
万
４
千
円
減

額
し
、
補
正
後
の
資
本
的
支
出
を
７
億
２
１
６
６
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

平
成
23
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
病
院
事
業
を
廃
止
す
る
こ

と
に
伴
い
、
予
算
を
整
理
・
調
整
す
る
補
正
で
、
収
益
的
収

入
を
２
億
１
３
０
万
２
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
収
益
的
収

入
を
６
億
３
３
４
万
７
千
円
と
し
、
ま
た
、
収
益
的
支
出
を

１
億
９
９
８
７
万
６
千
円
減
額
し
、
補
正
後
の
収
益
的
支
出

を
２
億
１
９
２
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
訪
問
看
護
事
業
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

平
成
23
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
訪
問
看
護
事
業
を
廃
止
す

る
こ
と
に
伴
い
、
予
算
を
整
理
・
調
整
す
る
補
正
で
、
収
益

的
収
入
を
２
２
０
９
万
８
千
円
減
額
し
、
補
正
後
の
収
益
的

収
入
を
２
４
７
１
万
８
千
円
と
し
、
ま
た
、
収
益
的
支
出
を

２
４
４
８
万
円
減
額
し
、
補
正
後
の
収
益
的
支
出
を
２
４
５

１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■

人
　
事

　

10
の
財
産
区
管
理
会
委
員
、
そ
れ
ぞ
れ
７
名
の
任
期
満
了
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に
伴
い
、
伊
達
市
財
産
区
管
理
会
条
例
第
３
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、管
理
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
梁
川
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

秋
葉
哲
郎
さ
ん
（
再
任
）　

宍
戸
秀
男
さ
ん
（
再
任
）

　

齋
田
公
重
さ
ん
（
再
任
）　

渡
邊
幸
雄
さ
ん
（
再
任
）

　

渡
邊
昭
男
さ
ん
（
再
任
）　

安
藤
要
二
さ
ん
（
再
任
）

　

山
際
一
男
さ
ん
（
再
任
）

●
伊
達
市
堰
本
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

鈴
木
幹
夫
さ
ん
（
再
任
）　

山
下
金
之
助
さ
ん
（
再
任
）

　

大
竹
哲
朗
さ
ん
（
再
任
）　

渡
邉
清
藏
さ
ん
（
再
任
）

　

古
山
賢
一
さ
ん
（
再
任
）　

幕
田
榮
吉
さ
ん
（
新
任
）

　

佐
藤　

雄
さ
ん
（
再
任
）

●
伊
達
市
白
根
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

齋
藤
和
雄
さ
ん
（
再
任
）　

齋
藤
春
治
さ
ん
（
再
任
）　

　

安
藤
次
男
さ
ん
（
新
任
）　

齋
藤
政
男
さ
ん
（
新
任
）

　

三
浦
善
七
さ
ん
（
新
任
）　

三
浦
雄
一
さ
ん
（
新
任
）

　

引
地
昇
一
さ
ん
（
新
任
）

●
伊
達
市
山
舟
生
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

八
巻　

曻
さ
ん
（
再
任
）　

佐
藤
行
博
さ
ん
（
再
任
）

　

齋
藤
福
幸
さ
ん
（
再
任
）　

八
巻
高
男
さ
ん
（
再
任
）

　

八
巻
陽
吉
さ
ん
（
再
任
）　

齋
藤　

亮
さ
ん
（
再
任
）

　

佐
藤
末
夫
さ
ん
（
新
任
）

●
伊
達
市
富
野
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

菊
地
哲
男
さ
ん
（
新
任
）　

佐
藤
和
男
さ
ん
（
新
任
）

　

宍
戸
久
德
さ
ん
（
再
任
）　

三
浦
正
喜
さ
ん
（
再
任
）

　

氏
家　

弘
さ
ん
（
新
任
）　

三
浦
幸
二
さ
ん
（
再
任
）

　

佐
々
木
友
治
さ
ん
（
再
任
）

●
伊
達
市
五
十
沢
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

遠
藤
定
良
さ
ん
（
再
任
）　

岡
﨑
和
信
さ
ん
（
再
任
）

　

佐
藤
一
志
さ
ん
（
再
任
）　

引
地
慶
弘
さ
ん
（
再
任
）

　

曳
地
洋
一
さ
ん
（
新
任
）　

菅
野
定
吉
さ
ん
（
新
任
）

　

宍
戸
和
美
さ
ん
（
新
任
）

●
伊
達
市
富
成
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

菅
野
欣
一
さ
ん
（
再
任
）　

菅
野　

温
さ
ん
（
再
任
）

　

菅
野　

計
さ
ん
（
再
任
）　

佐
藤
和
昭
さ
ん
（
再
任
）

　

井
上
賢
治
さ
ん
（
再
任
）　

佐
藤
金
一
さ
ん
（
再
任
）

　
　
　
　

仮
置
き
場
選
定
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て

地
域
住
民
と
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

除
染
に
よ
り
発
生
し
た
も

　
　
　

の
、
こ
れ
を
保
管
す
る
所
が
な

け
れ
ば
取
り
組
め
ま
せ
ん
。
除
染
の
前

提
と
し
て
、
そ
う
い
う
場
所
が
確
保
さ

れ
な
け
れ
ば
取
り
掛
か
れ
ま
せ
ん
。
当

然
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
得
し
て
も
ら

う
た
め
に
私
は
率
先
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　

山
舟
生
地
区
で
は
年
間
を
通

　
　
　

じ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地

域
づ
く
り
の
形
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
地
域
の
入
口
に
汚
染
物
質
を
運
ん

だ
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
極
端
に
言
え
ば
地
域
は
崩
壊
し
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
提
出
し
た
反
対
署
名
を
無
視

し
て
つ
く
る
の
か
。
市
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

私
は
現
地
を
見
て
い
ま
せ
ん

　
　
　

が
、
専
門
家
の
判
断
で
適
地
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
私
が
見
て
、
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
決
ま
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
で
は
、
地

域
振
興
の
協
議
会
を
つ
く
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
い

く
ら
い
い
場
所
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は

皆
さ
ん
の
理
解
と
い
う
も
の
が
大
事
な

こ
と
で
、
強
行
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
汚
染
物
質
の
仮
置
き
場
選
定
と
地
域
づ
く
り

八巻　善一　議員

　
　
　
　

大
震
災
に
よ
り
本
市
が
受
納

　
　
　

さ
れ
た
善
意
の
義
援
金
の
件

数
・
金
額
と
配
分
使
途
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

８
月
末
ま
で
に
受
領
義
援
件

　
　
　

数
は
２
４
１
件
・
金
額
で
４
千

３
７
６
万
円
余
で
震
災
当
日
、
本
市
に

居
住
し
、
住
居
に
被
害
を
受
け
た
世
帯

で
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊

の
被
災
認
定
を
受
け
た
世
帯
を
対
象
と

し
て
、
５
２
８
万
円
を
配
分
支
給
し
て

お
り
ま
す
。

  

震
災
に
よ
る
市
税
全
体
の
減
免

 

額
は

　
　
　
　

減
免
条
例
に
基
づ
く
現
状
の

　
　
　

件
数
と
金
額
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　

市
税
全
体
で
５
９
４
件
、
金

　
　
　

額
３
８
４
５
万
円
余
で
、
国
保

税
１
６
２
件
、
１
９
９
２
万
円
で
あ
り

ま
す
。

 　
　
　
　

市
内
全
域
の
除
染
を
進
め
る

　
　
　

年
次
方
針
は
策
定
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

国
の
方
針
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　

も
示
さ
れ
た
の
で
十
分
精
査
し

な
が
ら
全
体
計
画
を
策
定
の
上
、
広
大

な
面
積
で
あ
り
、
遠
大
な
プ
ラ
ン
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
市
民
の
協
力
と
理
解

を
求
め
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
大
震
災
に
よ
る
受
納
義
援
金
と
配
分
を
問
う

大橋　良一　議員

汚
染
物
質
の
除
染
計
画
の
見
解

に
つ
い
て
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６
月
議
会
で
も
質
し
ま
し
た

　
　
　

が
、
放
射
能
汚
染
さ
れ
た
農
地

は
当
然
の
こ
と
、
固
定
資
産
税
の
撤
廃

で
、
補
償
さ
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
議
員
個

々
に
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
賛
成
で
議
会
と

し
て
の
結
論
が
目
前
で
す
。
市
長
も
政

治
家
と
し
て
共
に
行
動
で
き
な
い
か
、

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

放
射
能
が
降
り
注
い
だ
地
域

　
　
　

に
は
、
す
べ
か
ら
く
補
償
対
象

で
あ
る
べ
き
こ
と
は
同
意
見
で
す
。
し

か
し
、
除
染
等
に
多
額
の
費
用
を
必
要

と
す
る
現
在
、
国
、
東
電
か
ら
相
当
額

（
固
定
資
産
税
分
）
の
補
て
ん
が
な
い

限
り
、
税
の
減
免
は
歳
入
確
保
の
面
か

ら
困
難
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　

国
土
交
通
省
の
洪
水
氾
濫
シ

　
　
　

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、

梁
川
小
学
校
の
建
設
予
定
地
は
５
ｍ
の

水
没
予
定
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

16
名
の
検
討
委
員
の
う
ち
、
こ
の
場
所

を
選
ん
だ
の
は
１
名
で
、
民
主
主
義
も

成
り
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
こ
の

場
所
な
の
か
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

答
申
を
受
け
て
検
討
を
進

　
　
　

め
、
ま
ち
づ
く
り
も
考
え
た
中

で
、
水
害
の
危
険
性
は
あ
る
も
の
の
１

５
０
年
に
１
度
と
い
う
確
率
か
ら
、
梁

川
の
町
に
は
こ
れ
が
良
い
と
判
断
い
た

し
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
税
撤
廃
で
補
償
を

高橋　一由　議員

　
　
　
　

勧
奨
地
点
の
指
定
基
準
が
南

　
　
　

相
馬
市
と
伊
達
市
で
は
異
な
り

（
南
相
馬
市
で
は
地
上
50
㎝
・
２
μ
Sv

／
ｈ
・
高
校
生
以
下
の
い
る
世
帯
、
伊

達
市
で
は
地
上
１
ｍ
・
３
・
１
μ
Sv
／

ｈ
の
世
帯
と
そ
の
周
辺
で
こ
ど
も
・
妊

婦
の
い
る
世
帯
）、
南
相
馬
市
で
は
、
子

ど
も
の
い
る
72
世
帯
が
追
加
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
同
じ
状
況
に
あ
る
の
に
南

相
馬
市
と
伊
達
市
の
子
ど
も
の
命
や
健

康
の
価
値
が
違
う
の
は
お
か
し
い
。
市

長
は
国
に
強
く
追
加
指
定
の
申
し
入
れ

を
す
る
の
か
。

　
　
　
　

我
々
市
町
村
と
国
と
県
と
い

　
　
　

う
の
は
、
行
政
に
つ
い
て
は
一

体
で
当
た
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

意
味
で
申
し
入
れ
と
か
、
抗
議
と
い
う

問
題
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

勧
奨
地
点
の
指
定
に
よ
り
、

　
　
　

避
難
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

多
額
の
賠
償
が
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
不

平
等
さ
・
不
可
解
さ
ゆ
え
に
、
地
域
社

会
が
崩
壊
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

善
後
策
に
つ
い
て
市
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

ご
指
摘
の
と
お
り
、「
地
点
」

　
　
　

と
い
う
設
定
と
賠
償
の
有
無
の

不
平
等
さ
が
問
題
で
あ
る
。
極
論
す
れ

ば
、
補
償
は
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。
市
と
し
て
は
、
や
れ
る
こ
と

の
中
で
、
何
が
市
民
に
と
っ
て
一
番
い

い
の
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
子
ど
も
を
救

済
で
き
る
の
か
、
と
様
々
に
検
討
中
で

あ
り
ま
す
。

■
特
定
避
難
勧
奨
地
点
拡
大
の
申
し
入
れ

菅野　喜明　議員

　

佐
久
間
豊
さ
ん
（
再
任
）

●
伊
達
市
柱
沢
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

菅
野
賢
一
さ
ん
（
再
任
）　

菅
野
信
治
さ
ん
（
再
任
）

　

佐
藤
三
代
治
さ
ん
（
再
任
）　

佐
藤
良
二
さ
ん
（
新
任
）

　

柳
沼
正
治
さ
ん
（
再
任
）　

長
沢　

正
さ
ん
（
新
任
）

　

野
田
耕
平
さ
ん
（
新
任
）

●
伊
達
市
上
保
原
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

佐
藤
新
治
さ
ん
（
再
任
）　

佐
藤
幸
一
さ
ん
（
再
任
）

　

松
本
征
一
さ
ん
（
新
任
）　

樋
口
孝
家
さ
ん
（
再
任
）

　

水
口
康
則
さ
ん
（
新
任
）　

石
田
次
男
さ
ん
（
新
任
）

　

山
田
健
一
さ
ん
（
新
任
）　
　

●
伊
達
市
金
原
田
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
同
意

　

菅
野
秀
雄
さ
ん
（
再
任
）　

長
沢
一
四
さ
ん
（
再
任
）

　

本
間
將
之
さ
ん
（
再
任
）　

長
澤
佐
藏
さ
ん
（
新
任
）

　

齋
藤
福
雄
さ
ん
（
新
任
）　

畑　

洋
二
さ
ん
（
新
任
）

　

長
澤
登
喜
雄
さ
ん
（
新
任
）

■

そ
の
他　

●
財
産
の
処
分

　

伊
達
市
立
梁
川
病
院
に
関
す
る
土
地
、
建
物
、
そ
の
他
の

資
産
を
後
継
法
人
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
仁
泉
会
に
譲
渡
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
達
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定

に
よ
り
議
決
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
国
見
町
大
枝
小
学
校
組
合
の
解
散
に
関
す
る
協
議

　

平
成
24
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
伊
達
市
国
見
町
大
枝
小
学

校
組
合
を
解
散
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
２
８
８
条
及
び

２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
国
見
町
大
枝
小
学
校
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

　

分
に
関
す
る
協
議

　

平
成
24
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
伊
達
市
国
見
町
大
枝
小
学

校
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

第
２
８
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
し
ま
し
た
。

●
姉
妹
都
市
の
提
携

　

松
前
藩
を
通
じ
て
深
い
歴
史
的
関
係
を
も
っ
て
い
る
北
海

道
松
前
町
と
文
化
、
経
済
、
観
光
等
の
分
野
に
お
い
て
友
好

梁
川
小
学
校
、水
害
の
無
い
場
所
へ

特
定
避
難
勧
奨
地
点
地
区
へ
の

善
後
策
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親
善
を
深
め
、
相
互
の
繁
栄
と
進
展
を
も
た
ら
す
た
め
、
姉

妹
都
市
の
提
携
に
つ
い
て
議
決
を
し
ま
し
た
。

■

決
　
算

●
平
成
22
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
ほ
か
28
件
の
認
定

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
は
じ
め
、
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
26
件
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
添
え
て
議
会

の
認
定
に
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

で
審
査
を
行
い
、本
会
議
で
認
定
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
公
営
企
業
会
計
の
決
算
の
認
定
３
件
に
つ
い

て
、
地
方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
委
員
の
意
見
を
添
え
て
議
会
の
認
定
に
付
さ
れ
ま
し
た

が
、
同
じ
く
認
定
し
ま
し
た
。
※
決
算
に
つ
い
て
は
「
市
政

だ
よ
り
11
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　
■

議
員
発
議

●
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
「
特
定
避
難
勧
奨
地
点
」
の

　

指
定
見
直
し
を
求
め
る
決
議

　

６
月
30
日
に
特
定
避
難
勧
奨
地
点
に
指
定
さ
れ
た
、
霊
山

町
石
田
・
小
国
地
区
及
び
月
舘
町
相
葭
地
区
に
つ
い
て
、
国

は
地
域
指
定
と
す
る
よ
う
、
決
議
し
ま
し
た
。
８
月
29
日
、

政
府
原
子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
長
に
対
し
決
議
文
を
手
渡

し
ま
し
た
。（
関
連
12
ペ
ー
ジ
）

●
伊
達
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

「
伊
達
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
を
は
じ

め
、
関
係
す
る
複
数
の
条
例
が
廃
止
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■

委
員
会
発
議
（
意
見
書
）

●
放
射
性
物
質
を
含
む
下
水
汚
泥
の
処
理
に
関
す
る
意
見
書

　

伊
達
市
を
含
む
２
市
２
町
の
汚
水
汚
泥
を
処
理
す
る
「
流

域
下
水
道
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
の
汚
泥
搬
出
が
で
き
ず
、

保
管
は
限
界
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
は
積
極

的
に
関
与
し
早
期
解
決
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書
を
議

決
し
、
関
係
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。（
関
連
12
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　

市
の
除
染
作
業
は
現
在
も
取

　
　
　

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
学
校
等

教
育
施
設
全
般
に
つ
い
て
は
終
了
し
た

と
聞
き
ま
し
た
。
終
了
後
の
保
全
管
理

体
制
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

空
間
線
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

　
　
　

つ
い
て
は
、
継
続
し
従
来
ど
お

り
の
管
理
体
制
を
と
り
ま
す
。

　

あ
る
程
度
の
線
量
の
低
い
場
所
の
除

染
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
て
除
染
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

除
染
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
市
で
作
成
し

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

市
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
対

　
　
　

策
に
つ
い
て
、
専
門
的
除
染

チ
ー
ム
や
健
康
管
理
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
家
へ
の

損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
専
門

チ
ー
ム
を
編
成
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

損
害
賠
償
や
資
金
の
融
資
に

　
　
　

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
関
係
は
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
系
統

外
の
方
も
農
協
を
通
じ
て
既
に
一
本
化

し
た
要
求
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

補
償
に
つ
い
て
は
、
遅
い
、
少
な
い

等
、
諸
問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

賠
償
を
専
門
に
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン

を
設
け
、
担
当
職
員
を
置
く
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。

■
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

小野　誠滋　議員

　
　
　
　

原
発
事
故
に
伴
う
収
入
減
に

　
　
　

よ
る
市
民
税
、
固
定
資
産
税
の

減
免
措
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
と
し
て
は
、
分
割
納
付
や

　
　
　

徴
収
の
猶
予
、
さ
ら
に
生
活
が

大
変
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は
減
免
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
税
務
課
、

収
納
課
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　

伊
達
市
全
体
の
詳
し
い
損
害

　
　
　

額
や
被
害
額
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
に
も
早
急
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　

市
全
体
に
つ
い
て
は
、
全
体

　
　
　

像
を
把
握
し
て
い
な
い
状
況
な

の
で
、
今
後
把
握
の
方
法
も
含
め
て
、

実
態
把
握
に
向
け
て
情
報
収
集
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

本
市
で
も
原
子
力
代
替
エ
ネ

　
　
　

ル
ギ
ー
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
積
極
的
利
活
用
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
　

今
後
も
家
庭
用
太
陽
光
発
電

　
　
　

設
置
の
推
進
や
伊
達
市
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
省
・
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
た
い
。
具
体

的
に
は
、
風
力
や
農
業
用
水
を
使
っ
て

発
電
す
る
等
、
豊
か
な
自
然
資
源
を
活

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
シ
ス
テ
ム
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
よ
っ
て
、
地
域
が
活
性
化
し

雇
用
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
原
発
事
故
に
伴
う
市
民
税
等
の
減
免
を

半澤　　隆　議員

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
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※
こ
れ
以
外
の
案
件
等
は
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
て
い

　

ま
す
。 ９

月
定
例
会
賛
否
一
覧
表

議
決
結
果

賛
成
・
反
対

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 議員番号　　　　　
議員名　　　　　　

　　　　　　議案等

吉
田　

一
政

齋
藤　

和
人

佐
藤　
　

勲

松
本　

善
平

八
巻　

善
一

滝
澤　

福
吉

半
澤　
　

隆

原
田　

建
夫

菅
野　

富
夫

佐
々
木
英
章

清
野　

公
治

熊
田　

昭
次

高
橋　

一
由

安
藤　

喜
昭

中
村　

正
明

菅
野
與
志
昭

大
條　

一
郎

佐
藤　
　

実

小
野　

誠
滋

大
橋　

良
一

佐
々
木　

彰

菊
地　

邦
夫

大
和
田
俊
一
郎

丹
治
千
代
子

佐
藤　

直
毅

菅
野　

喜
明

可　
　

決

賛
成
19
・
反
対
４

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い
。

○ ○ ○ ● ○ ○
欠　

席
○ ○

欠　

席
○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

賛
成
○
、
反
対
●

平
成
23
年
度
伊
達

市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

議
案
第
90
号

否　
　

決

賛
成
０
・
反
対
23

● ● ● ● ● ●
欠　

席
● ●

欠　

席
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「
苦
し
む
動
物
を

見
過
ご
す
こ
と
が

で
き
な
い
性
分
を

有
し
て
い
る
者
」

の
人
権
の
理
解
を

求
め
る
陳
情
書　

陳
情
第
３
号

　

平
成
23
年
第
６
回
臨
時
会
は
、
11
月

９
日
招
集
さ
れ
１
日
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案

件
は
報
告
２
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算

第
６
号
、
そ
の
他
１
件
で
し
た
。
報
告

を
除
い
た
案
件
は
、
所
管
の
各
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
後
、
本
会
議
で

採
決
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
23
年
度
伊
達
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

　

１
億
１
０
１
７
万
２
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
３
１
９
億
３
５
０
万

１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
被

災
住
宅
応
急
修
理
支
援
事
業
２
６
０
０

万
円
を
計
上
、
放
射
能
対
策
事
業
と
し

て
市
民
の
健
康
管
理
の
た
め
の
積
算
放

射
線
量
測
定
事
業
５
１
７
万
２
千
円
、

町
内
会
等
の
除
染
活
動
支
援
の
た
め
の

放
射
線
測
定
機
器
整
備
経
費
６
３
０
０

万
円
、
住
宅
除
染
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
用
機
器
整
備
経
費
１
６
０
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
は
、
災
害
救
助
費
負
担
金
及

び
放
射
線
対
策
補
助
金
の
県
支
出
金
１

億
１
０
１
７
万
２
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

伊
達
市
公
共
下
水
道
県
北
処
理
区
梁

川
処
理
分
区
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

　　
　
　
　
（
仮
称
）
イ
ノ
シ
シ
公
社
を

　
　
　

今
年
７
月
に
も
設
立
す
る
予
定

で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発

　
　
　

事
故
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
か
ら
も

食
品
衛
生
法
で
の
食
肉
の
暫
定
規
制
値

を
超
え
る
放
射
性
物
質
を
検
出
し
ま
し

た
。
イ
ノ
シ
シ
に
特
化
し
た
公
社
と
せ

ず
に
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
、
中
山
間
地

の
農
林
業
振
興
な
ど
地
域
に
根
差
し
た

組
織
と
し
て
「
伊
達
市
農
林
業
振
興
公

社
」
に
移
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　

捕
獲
隊
に
対
し
て
整
備
の
充

　
　
　

実
、
隊
員
確
保
、
編
成
強
化
の

取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

農
林
業
振
興
公
社
が
設
立
さ

　
　
　

れ
た
な
ら
中
山
間
地
域
の
農
林

業
振
興
は
も
と
よ
り
、
有
害
鳥
獣
対
策

事
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
で
十
分
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

道
路
等
の
復
旧
を
急
ぐ
べ
き

　
　
　
　

震
災
か
ら
６
か
月
が
経
過
し

　
　
　

ま
し
た
が
、
市
内
各
所
道
路
の

復
旧
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
も
早
急
に
復
旧
工
事
を

進
め
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

８
月
31
日
現
在
３
０
３
か
所

　
　
　

を
施
工
し
て
き
ま
し
た
が
余
震

の
発
生
、
降
雨
等
に
よ
り
新
た
な
陥
没

箇
所
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
都
度

対
処
し
て
お
り
ま
す
。
道
路
等
に
つ
い

て
は
今
月
中
に
概
ね
全
て
の
発
注
を
終

え
、
本
年
度
内
に
は
全
て
完
了
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

■
鳥
獣
害
対
策
事
業
（
仮
称
）
イ
ノ
シ
シ
公
社
は

中村　正明　議員

11
月
臨
時
会

11
月
臨
時
会

　中村正明委員長の辞任願を受けて、
11月９日開催された文教福祉常任委員
会において、新しい委員長、副委員長
が選任されました。
■文教福祉常任委員会
　新 委 員 長　松本　善平　議員
　新副委員長　佐藤　直毅　議員

新たに文教福祉
　　　　常任委員長を選任



会　派　名 創 志 会 フォーラム伊達 志政クラブ
日本共産党
伊達市議団

「きょうめい」 民 の 会 無 会 派 無 会 派 無 会 派 無 会 派

合　計

会派構成

安藤喜昭
菅野與志昭
佐々木彰

滝澤福吉 
大和田俊一郎 
佐藤直毅

清野公治 
原田建夫 
大橋良一 
小野誠滋 
熊田昭次 
松本善平 
齋藤和人

佐々木英章 
菅野富夫

八巻善一 
高橋一由 
菅野喜明

佐藤　実 
佐藤　勲 
丹治千代子

菊地邦夫 半澤　隆 大條一郎 吉田一政

収
入
内
訳

交 付 額 990,000 900,000 2,100,000 660,000 990,000 990,000 330,000 330,000 330,000 300,000 7,920,000

利 子 77 40 102 34 43 67 15 21 28 27 454

会派の収入合計 990,077 900,040 2,100,102 660,034 990,043 990,067 330,015 330,021 330,028 300,027 7,920,454

支　
　

出　
　

内　
　

訳

研究研修費 38,040 0 717,555 199,220 148,158 160,085 159,859 44,424 0 0 1,467,341

調 査 旅 費 118,412 29,603 496,098 0 24,851 202,301 63,118 63,120 0 0 997,503

資料作成費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資料購入費 39,060 57,400 14,820 0 147,813 69,902 20,990 7,920 0 0 357,905

広 報 費 0 466,175 321,457 399,789 0 0 0 0 0 0 1,187,421

広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 諸 費 60,030 99,800 193,633 0 308,376 145,594 0 5,348 0 0 812,781

その他の経費 525 0 0 0 0 0 0 630 0 0 1,155

会派の支出合計 256,067 652,978 1,743,563 599,009 629,198 577,882 243,967 121,442 0 0 4,824,106

収 支 差 引 額
(市への返還額) 734,010 247,062 356,539 61,025 360,845 412,185 86,048 208,579 330,028 300,027 3,096,348

※無会派　中村正明議員は、政務調査費の交付申請を行っていないため、掲載されておりません。
※平成22年度は改選後の５月から交付していますが、フォーラム伊達、志政クラブ、無会派吉田一政議員は申請により６月からの交
付となっています。

（単位：円）

　本市では、議員の調査研究活動に必要な経費の一部

として、平成22年度から政務調査費制度を導入し、議

員一人当たり月額３万円を所属の会派（会派に所属し

ない場合は議員）に交付しています。

　その収支については、毎年度議長に報告し、残額が

ある場合は、市に返還しています。

　平成22年度の会派別の収支状況は下表のとおりです

が、収支報告書の内容については今後市議会ホームペ

ージにも掲載します。

　また、12月１日以降、収支報告書は議会図書室で閲

覧できますので、議会事務局までお問い合わせくださ

い。

調査研修費 研究会・研修会の開催に要する会場費・講師謝金等の経費又は研究会・研修会の参加に要する会費・旅費等の経費

調 査 旅 費 先進地又は現地調査に要する旅費等

資料作成費 調査研究のために必要な資料の作成に要する印刷費・写真代・消耗品等の経費

資料購入費 調査研究のために必要な新聞・図書・雑誌等の購入費

広 報 費 調査研究活動・議会活動及び市の施策等の広報活動に要する印刷費・会場費等の経費

広 聴 費 市民からの市政に対する要望・意見を聴取するための会議開催に要する会場費・資料印刷費等の経費

事 務 諸 費 パソコン等の事務機器リース・購入、事務消耗品等の購入、通信等に要する事務経費

その他の経費 上記以外で調査研究活動に必要な経費

【
政
務
調
査
費
使
途
基
準
】

平成22年度 政務調査費清算一覧表

11　 2011年11月24日発行　伊達市議会だよりvol.24
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〒
960-0692　福

島
県

伊
達

市
保

原
町

字
舟

橋
180番

地（
伊

達
市

役
所

本
庁

舎
）

　☎
024-575-1217　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　http://w
w
w
.city.date.fukushim

a.jp/　
　
　 印

刷
・
製
本
／
阿
喜
印
刷
所

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
に
よ
り
、
特
定
避

難
勧
奨
地
点
の
設
定
が
な
さ
れ
、
多

く
の
世
帯
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

放
射
能
に
よ
る
被
害
は
、
健
康
に

対
す
る
不
安
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
経
済
的
、
社
会
的
被
害
が
誠
に

甚
大
で
す
。
農
業
を
は
じ
め
と
す
る

観
光
業
、商
工
業
等
に
対
す
る
被
害
。

そ
し
て
、
避
難
を
め
ぐ
り
、
家
族
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
地
域
の
絆
ま
で

も
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
除
染
を
早
急
に
進

め
、
市
民
の
皆
様
が
元
の
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

佐　

藤　
　
　

実

　
　

副
委
員
長　

佐
々
木　
　
　

彰

　
　

委　
　

員　

中　

村　

正　

明

　
　

委　
　

員　

大　

條　

一　

郎

　
　

委　
　

員　

佐　

藤　

直　

毅

　
　

委　
　

員　

菅　

野　

喜　

明

採決の結果 陳　情　件　名 陳　情　者

不　採　択
「苦しむ動物を見過ごすことができない性分を有している者」の人権の
理解を求める陳情書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二本松アニマルポリス

星　野　節　子

みなさんからの請願・陳情
　９月定例会で受理したのは、陳情１件でした。所管の委員会に付託して審査し、委員長が本会議に審査結果を報告、
採決の結果、次のとおり決しました。

　伊達市は、東京電力福島第一原子力発電所から最
短で北西約50キロメートルの距離に位置し、局所的
に放射線量の高い、いわゆる「ホットスポット」が
存在しており、去る６月30日に当市霊山町石田・小
国地区及び月舘町相葭地区の104地点113世帯が「特
定避難勧奨地点」として指定されている。
　この対策は、一律の避難指示や産業活動の規制を
せず、注意喚起や避難を支援・促進することを目的
とするものであり、避難の判断が指定世帯に委ねら
れている。現在、当市では該当世帯に対する避難希
望の把握・相談等を行い、避難者への住宅提供など
必要な支援を実施しているが、地区住民の避難に対
する考え方が家族構成、年齢、仕事など個々の世帯
の状況により異なるため、住民の意思が尊重される
この対策の趣旨は現状に即したものである。
　しかし、その指定については住居単位であること
から、同一地区内に指定されない世帯があり、住民
の間に不公平感や不安・動揺が広がっている。放射
線の長期被ばくによる危険性については、専門家に
も様々な意見があるため、指定基準に満たないとは
いえ子供のいる世帯では不安が大きく、住民の精神
的苦痛や不満は極限に達している。放射線が人体に
とって有害である以上、少しでも被ばく量を低減さ
せたいと願うのは当然であり、健康被害への不安を
解消することが何よりも優先されなければならな
い。
　よって国においては、地区住民の安心と安全を確
保するため、指定のあり方を見直し、地域指定とす
るよう強く要望する。
　以上、決議する。

　　平成23年９月28日
　　　　　　　　　　　　　伊 達 市 議 会

原子力発電所事故による
「特定避難勧奨地点」の指定見直しを求める決議

　東京電力福島第一原子力発電所の事故は、広範囲に放
射性物質を拡散させ、伊達市を含む福島県県北２市２町
の汚水を処理する「阿武隈川上流流域下水道県北浄化セ
ンター」の下水汚泥からも、放射性物質が検出（1,000～
5,000ベクレル/㎏）されている。
　下水汚泥の処理については、原子力災害対策本部より低
濃度（8,000ベクレル/㎏）汚泥の埋め立ては可能との処理方
針が示されたところであるが、実際には最終処分場の立地
自治体及び周辺住民の反対などにより、汚泥の受入先が見
当たらず、処理方針は実効性のあるものとはなっていない。
　このため最終処分場への汚泥搬出ができず、毎日40トン
ほど発生する汚泥は浄化センター内に仮置きされ、その量
はすでに4,000トンを超えており、臭気や害虫の問題及び
農作物への風評被害の懸念など、周辺住民が抱く不安や行
政への不信は頂点に達しつつある。
　浄化センターでの保管はもはや限界に近づきつつあり、
一日も早い汚泥処理が急務となっているが、処理場を管理
運営している自治体の努力だけでは解決が困難な状況と
なっている。
　よって、国は原子力政策を推進・監督してきた責任にお
いて、積極的にこの問題へ関与し早期解決を図られるよう
強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成23年９月28日

　　　　　　　　福島県伊達市議会議長　吉　田　一　政

内閣総理大臣　野　田　佳　彦　様
経済産業大臣　枝　野　幸　男　様
国土交通大臣　前　田　武　志　様
環 境 大 臣　細　野　豪　志　様

放射性物質を含む下水汚泥の処理に関する意見書


